
(57)【要約】

【課題】金属シールを用いて、高圧流体の漏れを防ぐ管

継手を提供する。

【解決手段】第１の管体１０の先端部１３の外周に、断

面Ｃ字状の金属リングシール３０と、金属シール３０の

内径より大きな外径をもつ樹脂キャップ４０とを備え、

樹脂キャップ４０により金属シール３０を保持する。金

属シール３０の内径は、第１の管体２０の先端部１３の

外径よりも大きくしているので、Ｃ字状の金属シール３

０の内側に容易に高圧が導入され、シール性能が向上す

る。樹脂キャップ３０は、先端部１３より突出して配置

されているので、作業時に第１の管体の先端部によって

第２の管体のシール面を傷つけることがなくなる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 管 体 （ １ ０ ） と 第 ２ の 管 体 （ ２ ０ ） と を 連 結 す る 管 継 手 で あ っ て 、 第 １ の 管 体 （
１ ０ ） の 先 端 部 （ １ ３ ） の 外 周 に は 、 断 面 Ｃ 字 状 の 金 属 リ ン グ シ ー ル （ ３ ０ ） と 、 該 金 属
リ ン グ シ ー ル （ ３ ０ ） の 内 径 よ り 大 き な 外 径 を も つ 樹 脂 キ ャ ッ プ （ ４ ０ ） と を 備 え 、 該 樹
脂 キ ャ ッ プ （ ４ ０ ） に よ り 前 記 金 属 リ ン グ シ ー ル （ ３ ０ ） を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 管
継 手 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 管 体 （ １ ０ ） は 、 先 端 部 （ １ ３ ） の 背 後 に 第 １ の フ ラ ン ジ 部 （ １ １ ） を 備 え
、 前 記 金 属 リ ン グ シ ー ル （ ３ ０ ） は 、 該 第 １ の フ ラ ン ジ 部 （ １ １ ） と 、 前 記 樹 脂 キ ャ ッ プ
（ ４ ０ ） と の 間 に 保 持 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 管 継 手 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の 管 体 （ ２ ０ ） は 第 ２ の フ ラ ン ジ 部 （ ２ ７ ） を 備 え 、 第 ２ の フ ラ ン ジ 部 （ ２ ７
） に 続 く 面 で 前 記 金 属 リ ン グ シ ー ル を 押 圧 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 管 継 手
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 金 属 リ ン グ シ ー ル （ ３ ０ ） の 内 径 は 、 前 記 第 １ の 管 体 （ ２ ０ ） の 先 端 部 （ １ ３ ） の
外 径 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ に 記 載 の 管 継 手 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 樹 脂 キ ャ ッ プ （ ４ ０ ） は 、 前 記 第 １ の 管 体 （ １ ０ ） の 先 端 部 （ １ ３ ） よ り 突 出 し て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の 管 継 手 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 高 圧 配 管 の 管 継 手 に 関 し 、 具 体 的 に は 、 冷 凍 サ イ ク ル に 使 用 す る 管 継 手 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 車 両 あ る い は 家 屋 の 空 調 シ ス テ ム の 圧 縮 式 冷 凍 サ イ ク ル に お い て 、 冷 媒 と し て Ｃ
Ｏ ２ を 用 い る も の が 提 案 さ れ 、 具 体 化 し て い る 。 Ｃ Ｏ ２ を 使 用 す る 冷 凍 サ イ ク ル で は 、 Ｃ
Ｏ ２ は 超 臨 界 状 態 で 作 動 し 、 ま た 、 従 来 の フ ロ ン 系 の 冷 凍 サ イ ク ル と 比 較 し て 、 約 ７ 倍 か
ら １ ０ 倍 の 高 圧 力 で 作 動 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。 し た が っ て 、 Ｃ Ｏ ２ を 使 用 す る 冷 凍
サ イ ク ル に 用 い る 配 管 の 管 継 手 か ら の 冷 媒 の 漏 れ は 、 従 来 に 比 較 し て 起 こ り や す く な っ て
い る 。 さ ら に 、 従 来 の フ ロ ン を 用 い る 冷 凍 サ イ ク ル で は 、 汎 用 の ゴ ム 製 の シ ー ル を 用 い て
い た が 、 Ｃ Ｏ ２ は 透 過 係 数 が 大 き い た め に 、 ゴ ム を 透 過 し て し ま う 。 し た が っ て 、 単 に ゴ
ム 製 シ ー ル を 用 い る の み で は 、 Ｃ Ｏ ２ の 漏 れ を 防 ぐ こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 か ら 、 管 継 手 か ら の 冷 媒 の 漏 出 を 防 ぐ た め に 、 金 属 製 の シ ー ル を 部 材 を 利 用 す る こ
と が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。 特 許 文 献 １ に は 、 一 方 の 管 体 と 他 方 の 管 体
と を 連 結 す る 管 継 手 で あ っ て 、 双 方 の 管 体 に 互 い に 圧 接 さ れ る 金 属 製 の 着 座 面 を も ち 、 着
座 面 の 外 周 に ブ チ ル ゴ ム 製 の 密 封 リ ン グ を 備 え る と 共 に 、 さ ら に 着 座 面 の 内 周 凹 部 に 、 鉄
合 金 製 の 表 面 を 銀 メ ッ キ し た 断 面 Ｃ 字 状 の 密 封 リ ン グ を 用 い る も の が 記 載 さ れ て い る 。 し
か し な が ら 、 こ の 金 属 製 の 断 面 Ｃ 字 状 の 密 封 リ ン グ は 、 メ ス 側 の 管 体 の 内 周 に 設 け ら れ て
い る の で 、 脱 落 し や す く 、 点 検 修 理 時 な ど に は 、 作 業 者 が 取 り 扱 い に く い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 オ ス 側 ピ ー ス の 筒 状 先 端 部 に 外 径 方 向 に 突 出 す る 係 止 用 突 起 を
設 け 、 リ ン グ の 一 部 を 切 断 し た 形 状 の 金 属 プ レ ー ト と リ ン グ 形 状 の ゴ ム 製 の シ ー ル 部 材 と
を 一 体 化 し て 、 オ ス 側 ピ ー ス と メ ス 側 ピ ー ス と を 組 み 付 け た 場 合 に 、 信 頼 性 の 高 い シ ー ル
を 得 る も の が 記 載 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ２ の 一 体 化 し た シ ー ル 部 材 は 、 オ ス 側 ピ ー ス に 設
け ら れ 、 脱 落 防 止 構 造 を し て い る の で 、 取 り 扱 い に は 便 利 で あ る 。 し か し な が ら 、 シ ー ル
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部 材 と し て は 複 雑 で 高 価 な も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ０ ７ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ９ ２ ７ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 問 題 点 に 鑑 み 、 金 属 シ ー ル を 用 い て 、 簡 単 な 構 成 で 高 圧 流 体 の 漏 れ を 防
ぐ こ と が で き る 管 継 手 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 管 継 手 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の よ う に 、 第 １ の 管 体
（ １ ０ ） の 先 端 部 （ １ ３ ） の 外 周 に 、 断 面 Ｃ 字 状 の 金 属 リ ン グ シ ー ル （ ３ ０ ） と 、 該 金 属
リ ン グ シ ー ル （ ３ ０ ） の 内 径 よ り 大 き な 外 径 を も つ 樹 脂 キ ャ ッ プ （ ４ ０ ） と を 備 え 、 該 樹
脂 キ ャ ッ プ （ ４ ０ ） に よ り 前 記 金 属 リ ン グ シ ー ル （ ３ ０ ） を 保 持 す る 。 こ れ に よ り 、 断 面
Ｃ 字 状 の 金 属 リ ン グ シ ー ル （ ３ ０ ） を 脱 落 し な い よ う に オ ス 側 部 材 に 設 け る こ と が で き 、
高 圧 流 体 の 漏 れ を 防 ぐ こ と が で き る と と も に 、 作 業 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の よ う に 、 前 記 金 属 リ ン グ シ ー ル （ ３ ０ ） は 、 第 １ の 管 体 の 第 １
の フ ラ ン ジ 部 （ １ １ ） と 、 前 記 樹 脂 キ ャ ッ プ （ ４ ０ ） と の 間 に 保 持 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ３ に 記 載 の よ う に 、 前 記 第 ２ の 管 体 （ ２ ０ ） は さ ら に 、 第 ２ の フ ラ ン ジ
部 （ ２ ７ ） に 続 く 面 で 前 記 金 属 リ ン グ シ ー ル （ ３ ０ ） を 押 圧 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り
、 面 シ ー ル を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ４ に 記 載 の よ う に 、 前 記 金 属 シ ー ル （ ３ ０ ） の 内 径 は 、 前 記 第 １ の 管 体
（ ２ ０ ） の 先 端 部 （ １ ３ ） の 外 径 よ り も 大 き く す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 Ｃ 字 状 の 金
属 シ ー ル （ ３ ０ ） の 内 側 に 高 圧 を 導 入 す る こ で き 、 い っ そ う シ ー ル 性 能 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ５ に 記 載 の よ う に 、 前 記 樹 脂 キ ャ ッ プ （ ４ ０ ） は 、 前 記 第 １ の 管 体 （ １
０ ） の 先 端 部 （ １ ３ ） よ り 突 出 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 第 １ の 管 体 （ １ ０ ） の 先
端 部 に よ っ て 第 ２ の 管 体 （ ２ ０ ） の シ ー ル 面 を 傷 つ け る こ と が な く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 管 継 手 の 断 面 図 を 示 し 、 図 ２ に 、 図 １ の Ａ の 一 部 拡
大 図 を 示 す 。 本 実 施 形 態 は 、 Ｃ Ｏ ２ を 用 い る 超 臨 界 冷 凍 サ イ ク ル の 配 管 の 管 継 手 で あ り 、
例 え ば ア ル ミ で 形 成 さ れ た 第 １ の 管 体 １ ０ と 第 ２ の 管 体 ２ ０ と を 連 結 す る も の で あ る 。 こ
こ で 、 第 １ の 管 体 １ ０ が オ ス 側 管 体 で あ り 、 第 ２ の 管 体 ２ ０ が メ ス 側 管 体 で あ る 。 第 １ の
管 体 １ ０ は 、 同 様 に ア ル ミ で 形 成 さ れ た 円 筒 形 状 の 第 １ の ブ ロ ッ ク 体 ５ １ と か し め に よ り
一 体 に さ れ 、 第 ２ の 管 体 ２ ０ は 、 第 １ の ブ ロ ッ ク 体 ５ １ と 同 様 の 第 ２ の ブ ロ ッ ク 体 ５ ３ と
か し め に よ り 一 体 に さ れ て い る 。 第 １ の 管 体 １ ０ と 第 ２ の 管 体 ２ ０ は 、 第 １ の ブ ロ ッ ク 体
と 第 ２ の ブ ロ ッ ク 体 を 貫 通 す る ネ ジ 穴 に ボ ル ト ５ ５ を ね じ 込 む こ と に よ っ て 、 連 結 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ の 管 体 に は 、 そ の 外 周 面 に 突 出 す る 突 出 部 １ １ が 形 成 さ れ 、 突 出 部 １ １ の 下 面 が フ
ラ ン ジ １ ２ と な っ て い る 。 フ ラ ン ジ １ ２ か ら 管 体 端 面 ま で は 、 第 ２ の 管 体 ２ ０ に 挿 入 さ れ
る 先 端 部 １ ３ が 形 成 さ れ る 。 第 ２ の 管 体 ２ ０ は 、 そ の 先 端 部 を 徐 々 に 拡 径 し て 、 テ ー パ 部
２ １ と 拡 径 部 ２ ３ と が 形 成 さ れ 、 拡 径 部 ２ ３ か ら 管 体 端 部 ま で は 、 外 側 に 折 り 返 さ れ て 、
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段 部 ２ ５ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ２ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ の 管 体 の フ ラ ン ジ 部 １ １ と 第 ２ の 管 体 の 段 部 ２ ５ で 形 成 さ れ た 空 間 に は 、 断 面 Ｃ 字
形 状 の 金 属 リ ン グ シ ー ル ３ ０ が 保 持 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 金 属 シ ー ル ３ ０ は 、 ス
テ ン レ ス （ Ｓ Ｕ Ｓ ） か ら な る Ｃ 字 状 リ ン グ に 、 表 面 を 平 滑 に す る た め に 比 較 的 や わ ら か い
ニ ッ ケ ル 、 銀 、 す ず 等 の 薄 膜 を コ ー テ ィ ン グ し た も の を 用 い て い る 。 な お 、 コ ー テ ィ ン グ
材 料 は 、 場 合 に よ っ て は ゴ ム （ 例 え ば フ ッ 素 ゴ ム Ｆ Ｋ Ｍ ） や 樹 脂 （ 例 え ば ポ リ ア ミ ド ） を
使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 金 属 シ ー ル ３ ０ が 第 １ の 管 体 の フ ラ ン ジ １ ２ と 接 触 す る 第 １
の 接 触 部 ３ ３ は 、 第 １ の 管 体 １ ０ と 第 ２ の 管 体 ２ ０ と に よ り 押 圧 さ れ て 面 接 触 し 、 面 シ ー
ル と な っ て い る 。 同 様 に 、 金 属 シ ー ル が 第 ２ の 管 体 の 段 部 と 接 触 す る 第 ２ の 接 触 部 ３ ５ も
第 １ の 管 体 １ ０ と 第 ２ の 管 体 ２ ０ と に よ り 押 圧 さ れ て 面 接 触 し 、 面 シ ー ル と な っ て い る 。
し た が っ て 、 高 圧 の 冷 媒 の 漏 れ を 有 効 に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ の 管 体 １ ０ の 先 端 部 １ ３ の 外 周 面 に は 、 樹 脂 製 リ ン グ キ ャ ッ プ ４ ０ が 嵌 着 し て い る
。 樹 脂 リ ン グ キ ャ ッ プ ４ ０ の 内 周 に 設 け ら れ た 凸 部 ４ １ が 、 第 １ の 管 体 １ ０ の 先 端 部 １ ３
の 外 周 に 設 け ら れ た 溝 部 １ ５ に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 樹 脂 リ ン グ キ ャ ッ プ ４ ０ は 、 第 １ の
管 体 に 固 定 さ れ て い る 。 リ ン グ キ ャ ッ プ ４ ０ に 使 用 さ れ る 樹 脂 材 料 は 、 ポ リ ブ チ レ ン テ レ
フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｂ Ｔ ） 、 ポ リ ア ミ ド ６ ６ （ Ｐ Ｐ ６ ６ ） 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） な ど が 使
用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ に は 、 第 １ の 管 体 １ ０ の 先 端 部 １ ３ に 配 置 さ れ た 金 属 シ ー ル ３ ０ と 樹 脂 キ ャ ッ プ ４
０ と を 示 す 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 金 属 シ ー ル ３ ０ は 、 第 １ の 管 体 １ ０ の 先 端 部 １ ３ か ら は
所 定 の ク リ ア ラ ン ス を も つ よ う に 配 置 さ れ て い る 。 樹 脂 キ ャ ッ プ ４ ０ は 、 Ｃ リ ン グ の 脱 落
を 防 止 す る た め に 配 置 さ れ る も の で あ る か ら 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 樹 脂 キ ャ ッ プ ４ ０ の 外
径 φ Ｂ は 、 Ｃ リ ン グ 内 径 φ Ａ よ り 大 き く 、 Ｃ リ ン グ の 脱 落 を 防 止 で き る 大 き さ に 設 定 さ れ
て い る 。 樹 脂 キ ャ ッ プ ４ ０ に よ っ て 第 １ の 管 体 か ら 金 属 シ ー ル ３ ０ が 脱 落 し な い よ う に 押
さ え て い る の で 、 第 １ の 管 体 と 第 ２ の 管 体 を 連 結 す る 作 業 に お い て も 、 あ る い は 金 属 シ ー
ル ３ ０ の 交 換 作 業 に お い て も 、 金 属 シ ー ル ３ ０ の 脱 落 を 気 に す る こ と な く 作 業 が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 図 １ ， ２ で は 、 樹 脂 キ ャ ッ プ ４ ０ は 、 第 ２ の 管 体 ２ ０ の 外 周 に 接 し て い て 、 第 １
の 管 体 １ ０ と 第 ２ の 管 体 ２ ０ に よ っ て 挟 持 さ れ て い る よ う に 見 え る が 、 図 ３ に 示 す よ う に
、 樹 脂 キ ャ ッ プ ４ ０ は 、 第 １ の 管 体 １ ０ に 固 定 さ れ て お り 、 第 ２ の 管 体 ２ ０ に 支 持 さ れ る
必 要 は な い 。 樹 脂 キ ャ ッ プ ４ ０ が 第 ２ の 管 体 ２ ０ に 密 接 す る の は 、 第 １ の 管 体 の フ ラ ン ジ
１ ２ と 第 ２ の 管 体 の フ ラ ン ジ ２ ７ と の 密 着 性 を 損 な う お そ れ が あ る の で 、 好 ま し く な い 。
し た が っ て 、 樹 脂 キ ャ ッ プ ４ ０ と 第 ２ の 管 体 ２ ０ の 外 周 と は 所 定 の ク リ ア ラ ン ス を も た せ
る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 管 体 の 先 端 部 周 囲 に 嵌 着 さ れ た 樹 脂 キ ャ ッ プ ４ ０ は 、
第 １ の 管 体 １ ０ の 端 面 よ り 突 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 フ ラ ン ジ １ ２ か ら
第 １ の 管 体 １ ０ の 端 面 よ り 突 出 す る 樹 脂 キ ャ ッ プ ４ ０ の 端 面 ま で の 長 さ Ｄ は 、 フ ラ ン ジ １
２ か ら 第 １ の 管 体 １ ０ の 端 面 ま で の 長 さ Ｃ よ り 長 く な っ て い る 。 し た が っ て 、 樹 脂 ギ ャ ッ
プ ４ ０ は 、 先 端 部 １ ３ の 端 面 を 全 周 に わ た っ て 保 護 す る こ と に な る 。 こ の よ う に す る と 、
第 １ の 管 体 １ ０ の 先 端 部 １ ３ を 第 ２ の 管 体 に 挿 入 し て 連 結 す る 際 に 、 第 １ の 管 体 が 第 ２ の
管 体 に 直 接 当 た る こ と が な い 。 し た が っ て 、 第 ２ の 管 体 ２ ０ の シ ー ル 面 を 、 第 １ の 管 体 に
よ っ て 不 用 意 に 傷 つ け る こ と が な く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 前 述 の よ う に 断 面 Ｃ 字 状 の 金 属 リ ン グ シ ー ル の 内 径 は 、 第 １ の 管 体 の 外 径 よ り
も 大 き く な っ て い る 。 そ の た め に 、 樹 脂 キ ャ ッ プ ４ ０ の 周 囲 を 通 っ て 流 入 す る 高 圧 冷 媒 は
、 Ｃ 状 に 囲 ま れ て い る 金 属 シ ー ル ３ ０ の 内 部 に 容 易 に 流 入 す る 。 金 属 シ ー ル ３ ０ の 内 部 に
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流 入 す る 高 圧 冷 媒 は 、 金 属 シ ー ル ３ ０ を そ の 内 側 か ら 接 触 部 ３ ３ 及 び 接 触 部 ３ ５ を 、 よ り
以 上 の 圧 力 で 第 １ の 管 体 及 び 第 ２ の 管 体 に 押 し 付 け る こ と に な り 、 接 触 部 ３ ３ 及 び 接 触 部
３ ５ に よ る 面 シ ー ル を さ ら に 強 め る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 。 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 管 体 １ ０ は 、 第
１ の ブ ロ ッ ク 体 ５ １ と か し め に よ り 一 体 化 さ れ 、 第 ２ の 管 体 ２ ０ は 、 第 ２ の ブ ロ ッ ク 体 ５
３ と か し め に よ り 一 体 化 さ れ て い た 。 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 管 体 １ ０ の 管 継 手 と な
る 部 分 を 、 ア ル ミ か ら な る 第 １ の ブ ロ ッ ク 体 を 切 削 あ る い は 冷 鍛 を 用 い て 形 成 す る も の で
あ る 。 同 様 に 、 第 ２ の 管 体 ２ ０ の 管 継 手 と な る 部 分 を 、 ア ル ミ か ら な る 第 ２ の ブ ロ ッ ク 体
を 切 削 あ る い は 冷 鍛 を 用 い て 形 成 す る も の で あ る 。 し た が っ て 、 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 第
１ の ブ ロ ッ ク 体 が 、 第 １ の 管 体 の 一 部 に 相 当 し 、 第 ２ の ブ ロ ッ ク 体 が 、 第 ２ の 管 体 の 一 部
に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の 管 体 で も あ る 第 １ の ブ ロ ッ ク ５ １ ’ が 、 フ ラ ン ジ １ ２ ’ と 先
端 部 １ ３ ’ を 有 し 、 第 ２ の 管 体 で も あ る 第 ２ の ブ ロ ッ ク ５ ３ ’ が 、 フ ラ ン ジ ２ ７ ’ と 段 部
２ ５ ’ を 有 す る 。 Ｃ 字 状 金 属 リ ン グ シ ー ル ３ ０ は 、 フ ラ ン ジ １ ３ ’ と 段 部 ２ ５ ’ と で 押 圧
さ れ る 。 先 端 部 １ ３ ’ に は 、 Ｃ 字 状 金 属 リ ン グ シ ー ル ３ ０ を 保 持 す る 樹 脂 キ ャ ッ プ ４ ０ が
固 定 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 管 継 手 部 分 以 外 の 管 路 は 、 第 １ の ブ ロ ッ ク ５ １ ’ に 嵌 合 す る
第 ３ の 管 体 ７ ０ と 、 第 ２ の ブ ロ ッ ク ５ ３ ’ に 嵌 合 す る 第 ４ の 管 体 ８ ０ と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 説 明 し た 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 単 な る 例 に す ぎ ず 、
本 発 明 に よ る 管 継 手 を 実 施 す る た め の 構 造 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 管 継 手 の 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 金 属 リ ン グ シ ー ル と 樹 脂 キ ャ ッ プ を 備 え た 第 １ の 管 体 の 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Ｃ リ ン グ 内 径 と 樹 脂 キ ャ ッ プ 外 径 の 大 小 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 管 継 手 の 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ ０ 　 　 第 １ の 管 体
　 １ １ 　 　 突 出 部
　 １ ２ 　 　 第 １ の 管 体 の フ ラ ン ジ
　 １ ３ 　 　 先 端 部
　 １ ５ 　 　 溝 部
　 ２ ０ 　 　 第 ２ の 管 体
　 ２ １ 　 　 テ ー パ 部
　 ２ ３ 　 　 拡 径 部
　 ２ ５ 　 　 段 部
　 ２ ７ 　 　 第 ２ の 管 体 の フ ラ ン ジ
　 ３ ０ 　 　 Ｃ 字 状 金 属 リ ン グ シ ー ル
　 ３ ３ 、 ３ ５ 　 　 接 触 部
　 ４ ０ 　 　 樹 脂 キ ャ ッ プ
　 ４ １ 　 　 凸 部
　 ５ １ 　 　 第 １ の ブ ロ ッ ク 体
　 ５ ３ 　 　 第 ２ の ブ ロ ッ ク 体
　 ６ ０ 　 　 ボ ル ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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